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令和８年度第１回イノシシ管理検討協議会 会議録 

 

令和８年６月 16 日（火）開催  

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

⑴ 令和７年度イノシシ管理対策の実施状況について（報告） 

⑵ 令和８年度イノシシ管理対策について（協議） 

⑶ 第４次イノシシ管理計画の策定について（協議） 

⑷ その他 

 

【事務局（自然保護課）】 

議題に移らさせていただきたいと思いますが、協議会設置要綱第 3 の 2 及び 3 の規定に

より、協議会には会長を置き、会長が会務を総括することとなっております。 

以降の進行につきましては、宇野会長に議事をお願いしたいと思います。 

それでは宇野会長は会長席にご移動をお願いいたします。 

 

【宇野会長】 

それでは、進行を務めさせていただきます東北野生動物保護管理センターの宇野です、

よろしくお願いします。 

早速ですが、円滑な議事にご協力くださいということで、1 時間半程度となります。 

まず先にですね協議会の議事に入る前に、事務局から当協議会の非公開部分の決定につ

いて、発言を求められていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【事務局（自然保護課）】 

次期管理計画の策定については、情報公開条例第７条第 1 項第 5 号に該当する部分が含

まれていることから、非公開としたいと思います。 

 

【宇野会長】 

ただいまの事務局の提案についてお諮りしますが、議題⑶については非公開とすること

で決定してよろしいでしょうか。 

 

【構成員一同】 

異議なし 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

異議なしということですので、議題⑶については非公開にしたいと思います。 

それでは早速議事に入ります。 
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議題⑴「令和 7 年度イノシシ管理対策の実施状況」について事務局からご説明お願いし

ます。 

 

【事務局（自然保護課）】 

 （資料１により説明） 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

やはり捕獲頭数は 10 年間で、ざっと 30 倍ぐらいになっていて、被害は 4 倍ぐらいにな

っているという傾向ですかね。 

指定管理鳥獣捕獲等事業の捕獲は約 1,000 頭で、有害捕獲は約 1,700 頭ですが、今後有

害捕獲はもっと伸びそうな感じがしています。 

何かご質問があればどうぞ。 

 

【皆川構成員】 

岩手県猟友会の皆川でございます。 

３ページの指定管理鳥獣捕獲等事業について、先ほどのシカ管理検討協議会と一緒なん

ですけども、1月 25日で目標頭数に到達したというところで、打ち切りになっております。 

早々と目標頭数を達成してしまったと。 

それだけ増えてるということなので、次からもう少しこの頭数の面とか、期間の面を考

えていただければと思います。 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

事務局の方で何かありますか。 

 

【事務局（自然保護課）】 

なるべく捕獲すると、計画でも定められてるところでありまして、本当はもっと捕れた

のにここで止まってしまったというのは、もったいないという認識はもちろんございます。   

進捗管理も含めてなんですけども、予算などなるべく確保できるように、努力していき

たいと思っております。 

 

【宇野会長】 

ちなみに皆川さんお聞きしたいんですけど、1 月 25 日で捕獲目標を達した後は、狩猟と

いう形で捕獲は行ったという理解でよろしいですか。 

 

【皆川構成員】 

狩猟という形で、捕獲は行っております。 

ある程度はとっていると思います。 

イノシシに関しては県南の雪のあんまりないところでは捕れるんですが、雪が深いとこ
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ろはやっぱりちょっと少なくなるという感じはありました。 

シカも同様ですが、1 月 25 日以降は狩猟の方で頑張っていただいてるという現状です。 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

他に何かあれば。 

 

【青井構成員】 

５ページの、作物別の農作被害の推移なんですけども。 

表を見ると、芋類がですね、令和５年から急に増加して、令和６年は令和４年の 10 倍以

上になってるんですよね。 

この急増の原因は何か分かりますでしょうか。 

 

【宇野会長】 

何か事務局で分かりますか。 

 

【事務局（農業振興課）】 

農業振興課でございます。 

芋類の増加要因については、分析ができかねております。 

 

【宇野会長】 

確かに大切なことなので、ぜひ分析していただきたいと思います。 

他に何かありますか 

 

【堂山構成員】 

すいません以前にもお聞きしたかもしれないんですが、各市町村において設置されてい

る鳥獣被害対策実施隊は、具体的にどういう活動を日頃しているのか分かりますでしょう

か。 

 

【事務局（農業振興課）】 

各市町村に設置された実施隊の活動ですけれども、それぞれの市町村単位で実施する追

払い活動や捕獲活動に従事されている認識でおります。 

 

【堂山構成員】 

市町村ごとに、それぞれ何人ぐらいいるのかは分かりますか。 

 

【事務局（農業振興課）】 

市町村毎に人数はバラバラですが、あまり農作物被害が多くないところでは少ないです

し、多いところでは人数も多くなります。 

全県で言うと約 1,800 人ぐらいです。 



4 

そのうち 8 割から 9 割ぐらいは、猟友会員の方が実施隊になっているということです。 

この実施隊については、国の鳥獣被害対策交付金を受けた活動を実施する主体になると

いう立て付けになっています。 

 

【堂山構成員】 

分かりました。 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

私の方から２点ほどお聞きしたかったんですが。 

１点は狩猟事故が今回２件あったということですけど、もし差支えなければどんな事故

だったのか教えていただきたいです。 

 

【事務局（自然保護課）】 

大まかな概要になりますけれども、1 件は集団で狩りをしてる最中に、配置についたと

きに自分の足を撃ってしまった自損事故で、もう 1 件が撃った矢先に測量を行っていた林

業従事者の方がいて、その方に当たってしまったという加害事故でした。 

 

【宇野会長】 

分かりました。 

イノシシもかなりの数を捕っているので、もしかしたら事故もあると思いますけど、気

をつけていただきたいと思います。 

あとすいません、４ページの豚熱の関連で、死亡イノシシのうち陽性が 23 とか、捕獲イ

ノシシの陽性が 90 頭から 35 頭となってますが、これってどの辺で多いのかは資料のどこ

かに書いてますでしょうか。 

 

【事務局（自然保護課）】 

具体的な陽性個体の確認地域については、現在資料として載せておりません。 

豚熱対策を所管している畜産課に確認したところ、緯度経度ではありますが捕獲地点の

データは蓄積しているとのことでしたので、把握することは可能です。 

 

【事務局（自然保護課）】 

ありがとうございます。 

他に何かありますか。 

 

【事務局（農業振興課）】 

先ほど青井構成員からご質問いただいた芋類の被害の増加要因ですが、令和５年度と令

和６年度の比較で申し上げますと、主に増加しているのは沿岸地域や県北地域であり、こ

れまで被害が少なかった地域で増加している傾向は見て取れます。 
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【宇野会長】 

ありがとうございます。これはじゃがいもでしょうか。 

 

【事務局（農業振興課）】 

 芋類というくくりでしか把握しておりません。 

 

【宇野会長】 

分かりました。 

他に何かありますか。 

そしたら議題⑴は一旦ここまでにしまして、先に進みたいと思います。 

次は協議事項の議題⑵「令和 8 年度イノシシ管理対策」について、事務局からご説明を

お願いします。 

 

【事務局（自然保護課）】 

 （資料２により説明） 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

これまでの説明につきまして、ご意見ご質問ありますか。 

令和７年度の取組から大きく変わったところはなさそうですね。 

それでは私の方から１点だけお聞きしたかったんですけど、放射能関係の検査について、

イノシシはどのように取り組む予定でしたでしょうか。 

 

【事務局（自然保護課）】 

イノシシについては出荷制限が出ていないので、これまで放射性物質検査は実施してお

りませんでしたが、最近イノシシの捕獲が増えてることに伴って、ジビエ活用したいとい

う声も増えてきていると聞いております。  

よって、出荷制限はされてませんが、まず県内の状況を把握するために、県内全域を対

象として全市町村 3 検体ずつの計 99 検体を上限に予算を組みまして、有害捕獲から検体

を確保することとして、本年度から実施しております。 

 

【宇野会長】 

そしたらこの計画の中に記載した方が良さそうですね。 

 

【事務局（自然保護課）】 

加えさせていただきます。 

ありがとうございます。 
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【宇野会長】 

他に何かありますか。 

特にないようですので、先に進みたいと思います。 

ここで次の協議事項の議題⑶「第 4 次イノシシ管理計画の策定」に移りますが、以降は

非開示の内容となりますので、傍聴の方は退出をお願いします。 

それでは事務局からご説明をお願いします。 

 

【事務局（自然保護課）】 

（資料３により説明） 

 

【宇野会長】 

 その他、質問はないようですので、議事に関してはこれで終了しますが、その他で事務

局から何かありますか。 

 

【事務局（自然保護課）】 

構成員の皆様には熱心なご議論を賜りありがとうございます。 

次回の予定でございますが、本日頂戴しました意見などをもとに素案を事務局で策定さ

せていただきます。 

事務局で策定した素案の原案等についてご審議いただくために、時期的には 8 月から 9

月の間に第２回の管理検討協議会を開催したいと考えてございます。 

改めて日程等につきましては、事務局の素案策定の状況見ながら、ご照会させていただ

きたいと思ってございますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

【宇野会長】 

ありがとうございます。 

他に何かなければ、これで議事を終了いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

 

【事務局（自然保護課）】 

宇野会長、大変ありがとうございました。 

これをもちまして、令和８年度第１回イノシシ管理検討協議会を終了いたします。 

本日は大変ありがとうございました。 

 


